
  

  

 

（別表） 

農林水産省が計画的に進めるレギュラトリーサイエンスに属する研究 

 

分野名 研究対象 

食品安全 以下の危害要因の分析法、低減技術等の開発 

【有害化学物質】 

カドミウム、ヒ素（特に無機ヒ素）、アフラトキシン類

（AF）、フザリウム属菌が産生するかび毒、ピロリジジンア

ルカロイド類（PAs）、貝毒、クロロプロパノール類及びグリ

シドール脂肪酸エステル類、多環芳香族炭化水素類（PAH）、

ニトロソアミン類、 

【有害微生物】 

カンピロバクター、サルモネラ、腸管出血性大腸菌、リス

テリア、ノロウイルス 

動物衛生 ・以下の疾病の検査法、防除技術等の開発 

口蹄疫、豚熱、アフリカ豚熱、高病原性鳥インフルエン

ザ、アルボウイルス感染症、慢性疾病全般、人獣共通感染症 

・畜産環境中の薬剤耐性菌問題に対応した家畜疾病防除技術の

開発  

植物防疫 ・重要害虫に対する寄主植物毎の効果的な農薬の探索 

・輸入植物検疫における新たな消毒措置及び種子等検査方法の

開発 

・温暖化等の影響により化学農薬の使用だけでは防除が困難と

なっている病害虫に対する総合的病害虫管理手法の確立 

・AI・ICT等を活用したより迅速かつ精緻な発生予察手法の開

発 

・検疫有害動物の精密同定診断に係るデータベースの構築 

水産防疫 以下の疾病の検査法、防除技術、治療技術等の開発 

被害の大きい疾病又は国内発生が確認されているOIE疾病 

（例）レンサ球菌症、エドワジエラ症、ノカルジア症、 

べこ病、伝染性造血器壊死症、マダイイリドウイルス症 

 


